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フアイルの最初に入ってしぐまず

構 成

西町友和会防災情報地図1:地区の現況

西町友和会防災情報地図2 :地区周辺の状況

国分寺市地域防災計画の概要
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1 �・��l��rt 1これまでの取組み

1-2防災まちづ<りの者え方

1 -3防災まちづ<りの目標

1 ̶4地区防災計画書について

家庭での対策[まずは自助】

2-1家庭での対策：日常編

2-2家庭での対策：災害時編

地域の対策[大切な共助】

3-1地域の対策：日常編

3-2地域の対策：災害時編

行政の対策[公助】

4̶1行政の対策：B常編

4-2行政の対策：災害時編

[ご存知でしたかフ】



ます、はじめに/ f �i̶̶ fごれまでの取組み
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■まずは、『防災ニュース』から

西町友和会にまだ防災部など無かった頃、国分寺市の防災学校を受講し、他の

地域などで活躍されてし\た会員の方が発起人となり、西町友和会の皆様に防災ぺ

の意識づけの意味でび方災ニュースぶを発行ずることじなりました。

また、以前から自治会では戸倉消防署の指導を受けて防災訓練を每年春と秋に

実施してしAました。

國活動の拡大ぺ

その活動報告や国分寺市の防災推進委員の活動内容などを『防災ニュースガで

周知して参りました。

3号を発行した頃から会員の方に声をかけたところ共に活動していただける

会員の人数ち多<なり、現在では每年自治会役員が次年度ち残ってしAただき、防

災専任委員として活動していまず。

■現在のF防災ニュースぷの作成体制

ゆう

ぽち災ニュースぷ発行当睦、西町友和会は、「友ちやんJ

と言うマスコットのクマがし\ました。時々F防災ニュー

スぷにお目見えしていました。

発行当初は、手書きでしたが18号からはパソコンを使

用し防災専任委員が\順番に作成していまず。
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防災ニュース

読んでね!
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■防災訓練と施設見学

年2回の防災活動は、防災訓練(春)、施設見学(秋)が主と

なってし\ます。

特に、秋の防災研修は、国分寺市でノ\̃スをチャーターして

いたださ、多<の会員の方が'参加し易いように計画し、防災

意識の醸成に努めると共に会員相互の親睦を図っていまず。

-,ね
イラスト作成：友和会

平成21年3月

西昭友和会防災部
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ごれか基本ですI す一2防災まちブ<りの者え方

■防災まちブ<りの基本的なfb得

・防災部の働ぎ■

西町友和会地域の危険個所、危険要因等の周知および「いざという時に今ず
べぎことを周知します。

活動は、「自助ムそして隣近所同土で助け合う「共助Jの精神で行ない、気心

が知れた会員同土で災害に立ち向かうことが必1要だと者えてし\まず。避難所など
の周知、防災訓練などを毎年行しAます。

・みんなで助けあおラく自助〉一〈共助〉

災害が起さた時に必要な助けや支援には「自助ム「共助ム「公助」の三つか

あります。その中でちっとち身近なちのは、自分たちで防災するバさ勘ソだとし～

われています。大規模災害になった時、行政機関や自治体の公的支援(消防や自

衛隊など)が災害地に到着するにはかなりの時間を要しまず。一刻ち予断を許さ

なし\状況では、自分たちで自分たちの身の安全を守り、隣近所の人たちと協力し
て被害にあった人たちを救助・救援ずることです。
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・阪神.淡路大震災での活躍■

阪神‘淡路大震災では約6,000人を超える人が亡<なる一方、2万～2万5

千の人が倒壊した家の下や転倒した家異の下敷きじなった状態から隣近所の人
たちによって救出されたことがあきらかになっていまず。

その他、地域住民の迅速な行動で地域の人たちの安否確認がその日のうちにで

ぎた事例ち残っています。阪神・淡路大震災では地震後約15分で約92%の人

が亡<なったとしNう記録されてし\まず。そのような時、身近な人たちによる救
助・救援はなによりのちのです。

1-2
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目願てす/ f-3防災まちブ<りの目膳

-t*̶»',i.»lA.,,
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■防災まちブ<りの目應

防災まちづ<りの基本的な者え方を踏まえ、友和会の防災まちづ<りの目標を

次のよラに定めます。

拳災害の不安なく、かつ災害に強く住みよいまちづ〈リを推進し良好な住宅

地としての環境を維持する。

拳将来的には、西町一T目の全自治会へ、防災まちづ〈リの推進の締結と近

隣自治会(国立市、立川市)との防災協定を締結し更なる防災の連帯を画
る。

確認しましよラ・'
l

<?傳ボ》
-が

f -4地区防災計画書につし\て

■地区防災計画書の位置付け

友和会では、平成18年度より防災部が中心となり、国分寺市及びコンサルタ

ントの支援も受けながら、防災まちづ<りアンケートやまちあるきの実施、防災

情報地図等の作成を行なしk地区のおかれてしAる課題や問題点を明らかにし、そ

れを解決するための方向性を検討してきました。

この地区防災計画書は、今後の防災まちづ<りの方向性を示すととちに、避難

行動や避難生活を送るための指針となるちのです。

■地区防災計画書の使レ方

地区防災計画書は、防災まちづ<りじおける「家庭での対策」、「地域での対策」、

「行政の対策」につしXて、それぞれ<日常編>、<災害時編>として取組むべき

項目が示されてしAまず。

しAつち目につ<ところじ備え、必ず家族全員で目を通ずようにしましよう。

また、地区防災計画書については、記載されてし\る情報等が古<なったりした

場合は、適宜見直すちのとしまず。
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家庭での対策

[まずは自助】
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2-1家庭での対策：日常編

確認しましよラ

まずは家庭内の防災対策から(自助)

防災チェックリスト・・・・・・・.

2-1

2-2

覚えておきましよラ

防災用品の率備.................

家庭内の緊急連絡体制の確立...........

室内の安全確保.................

耐震診断の実施.................

消火器.住宅用w災二報器の設麗.........

成急手当等の知識の取得.............

地震保険への加入................

防災関連施設や危険箇所、災害時要援護会員につし\て

避難場所.避難ルート等の確認..........

家屋の耐震補強等................

家の周りの安全対策...............

2-3

2-3

2-4

2-6

2-6

2-7

2-7

2-8

2-8

2-9

2-9

2-2家庭での対策：災害時編

確認しましよう

災害時にはまず、身の安全の確保(自助)

覚えておきましよう

避難行動マニュアル案.........

外出先で被災した場合.........

帰宅困難者の心得...........

緊急地震速報.............

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

2-0



確認しましよラず 2-1家庭での対築：E常編

ど̃-ふレ*-,

まずは療庭内の防災対業ガら(自助)

春家庭内で防災会議を実施して防災に備えるととちに、屋内外での防災対策を実践

しましよう。

春下の表の各項目につしXて、実銭できているか確認しましよう。

屋内

□防災用ぽの準備

□家庭内の緊急連絡体制の確立

□室内の安全確保

□耐震診断の実施

□消火器・住宅用火災二報器の設震

□疏急手当等の知識の取得

□地雲保険への加入

屋外

□防災関連施設や危険箇所、災害時要援護会

員につしへて

□避難場所.避難ルート等の確認

□家屋の耐震補強等

□家の周りの安全対策

緊急連絡体制や必需品じつし\ては、次のベージにある

防災チェックリストで確認しましよう！

2-1



確認しましよラI 2-f家庭での対策：s常編

洛グぶ家fで 'し在-f ポ

防災チェックリスト
項

番
チェツク項目

〔1)伝言ダイヤル(�l)

作成 年 月

チェック内容 ぼ 事 欄

rl公衆電話、携帯電話、PHSから利用可能(録音時間: 30秒)

日

1 〔を家族の緊急速絡体制図

※ま族、親戚、友人等

名前： A

血液型を記入

名前：

違絡先

名前：

速絡先

名前：

連維先

名前：

連絡先

名前：

連絡先

名前：

連絡先

2避難場所

3 力焚用品

1水入れ

2バケツ

3ベツトボトゾレ(2000mm)

.

》国立第4小学校

?国分寺第2小学核
)立川砂川2小学校
)都立北多ほ高校

の, .iでレして下 し

ボリ容器(10リッタ)：

個

本

5個程度

※濕斗(じようご)

4キヤスタ

5懐中電灯

※電池も確保して下さい

錬燭

家庭用ガスコンロ

家庭用ガスコンロ

のガスボンベ

万能サバイバルナイフ

(アウトドアナイつ)
10ホイツスル

(緊急用呼子笛)
11スリツバ

(枕元に常備：靴の代用)
12レジヤーシート

6

7

8

9

1個

ボリ容器等の移動用

単三用 個

手動式発電用：配布済み

本

セツト

本

13アルミフランケット

；:防焚レスキニーシート)

14軍手(枕元に常備》

15水のいらないシヤンフー

16ェアー枕

17ラジオ

18非常用筋易トイレ

19救急セット

20 メガネ

21非常リュック(水入れ意用》
22防だ頭巾

4管_ a

1通帳

2印霞

3キでツシュカード

枚

個

本

個

配缶済み

個

1セット

個t:防災用品入れ
個

おき場所の確語

各家庭で優先順位を決めて下さい
〔焚害時、家族の確ぼに便利です〉

20リッタぱ、水を入れると重過ぎる。
ボリ容器からの小分け用(法濯も可)
ぎド常用(保存用)

※ボリ容器からの小分け用にも使用巧

※ボリ容器からの小分け用に使用

貢い物用のキヤスタ代用可

単三電池は、長持ちし末す

懐中電灯の予値用

山用のガスコンロも代用可

ガス供給まで：10日前後想定

料理用

(ナイフ, 缶切, 栓按き等の万能ナイカ
身動き力ぐ取れない時や居場所を教える
時に使用

避難場所等で使用

(家の中での掃除時のカス～’ ;・ r )
屋根の一部崩壊手当て用

(非難生活や防塞封策用)

冬季は防寒、夏期は防暑対策に

救助、各種作業、防寒対策等に使用

水を使用しないので、非常に衛生的
車の中で寝る場合、避難場所で使用
手動電源

仮設トイレが設置されるまで。
バ---、バンドェイド、三角巾等

水入れ兼用のリュックも販売されています

-・芋ボぐ⑦ぶ、各自記入の判断をして

下さい

3現金

2-2
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資まておぎましよラ/ 2-f療庭ての対策：E常編
*-'�-.i,

. "�--.��SfeS�����̶�" *

□防災用晶の準備

・これまで友和会で配布した防災グッズ等は、し\つでち取り出せるようにしてお
きましよう。

・家屋等が倒壊していない場合、家族全員

が震災後3日間は生活できるように、水

や食料とともに、防災チェックリストに

記載されてし\る防災用品を用意しておさ

ましよう。
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□療庭内の驚急連絡傭制の確u

・家族が離れ離れの際に、災害に遭遇した場合の連絡方法・妻合場所を決めてお
さましよう。

・また、全国各地で災害が起さた場合には災害伝言ダイヤル(1ア1)やブロ一

ドメ\'ンド伝言板、携帯電話による伝言板サービスを利用しましよう。

[災害伝言ダイヤル、ブロ̶ドバ’ンド伝言板=� htt V/www.ntt-east.co." /sai ai/]

<災害伝言ダイヤル>

災害伝言ダイヤル(1フ1)については、毎月1日(元旦を除〈)に体験利用がで

きます。公衆電話はもちろん、携帯’PHSからも利用できます。

被焚地

/,; >".:.,録音
i ':" 'ぜ4 ̶̶-

,-r:'1..

巧害港伝富
ダイヤルおソジー その他ぬ地域

再生

再生̶一、 録き
を言⑦途音1每生

携帯電話でち災害伝言板のサービスを行っています。

[NTTドコモ〕# htt ://den on.docomo.ne.・ /toぶi

[EZweb] =� htt ://den on.ezweb.ne.' /

[ソフトバ1ンク〕うhtt ://den on.so&bank.ne.. /

[ウィルコム】 ぐhtt ://den on.willcom'inc.com/den on/To .do

2-3



費そておまましよラ/ 2-f家庭ての対策：s常編

□室内の容全確保

・家異の転倒や収納物の飛散による被害を防ぐため、必要な対策を行っておきま

しよう(次ぺージちご参者にして下さい。)。
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参者にしましよラず 2-f家庭での対策：E常編

<参者：室内危険度診断システム>

-「室内危険度診断システム」は、パソコン上の簡単なマウス操作のみで各室内に居住す

る人間の運動能力を考慮しつつ震度に応じた室内の安全箇所/避難経路をシミュレー

シヨンすることができます。

家庭用のパソコンで間取りや

家具レイアウトを作成できるよ

'".� ラになっていますので、楽しみ
ながら安全な住まい方を考える

ことができます。
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①まず、間取りやドアを設定
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④避難方向をシミュレーシヨン ③人を配置し、震度を設定
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[システムの概要ぐhは：//www.hitachi-to.co.. / roducts/sindan/outllne.html]
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資えておぎましよラず 2-f家庭ての対策：s常編

口耐國診断の実施

・昭和56年の新耐震設計法の施行以前に建てられた、比較的古し\木造住宅など

は、耐震核断による安全確誌を行ラことが望まれます。

・国分寺市では、耐■化支援策の一環として耐震診断士派遣事業を行ってしAまず
〔行政の取組み4-5ページをご参照下さしぐ)。

・また、財団法人日本建築防災協会では「誰でちできる我が家の耐震診断」をイ
ンターネット上に公表していまずのでご利用して下さい。

[(財)建築防災協会力htt ://www.kenchiku-bosai.or. ・ /seismic/wa a a.html]

・耐震診断土派遣事業の問し\合わせ先

4国分寺市都市計画課：042-300-1671

□消め器・住宅因め災警報器の設匿

・消防法の改正により、平成22年4月までに家庭用の住宅用火災：報器の設置
が義務付けられてし\まず。

・家庭用の消火器と併せて、火災警報器の設霞を怠らなしAようにしましよう。
・問し\合わせ先

さ国分寺消防署：042-323-0119

右国のように、階段、寝

室、居室、台所に設置が

義務付けられています。
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消火器、住宅用火災警報器の購入に関する相談は、自治会の防災部までお問い合わせ

下さい。悪質な訪問販売には〈れぐれもご注意を！
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費乏ておぎましよラ・f 2-f家庭ての対藥：日常編

～んン
'・y

・̶>・--»..»,»・;_ „„ -ぐあど-'.'--̃; ̶''

□磁急手当害の知識の取得

・けが人や急病人(以下、傷病者)が発生した場合、居合わせた人が手当を正し

<速やかに行えば、傷病者の救命効果が向上レ、傷病治療の経過にち良い影響
を与えます。

・いざ、緊急の事態に遭週した場合、適切な手当を実施するには日頃から手当に

関ずる知識、技術を身につけてお<ことが大切です。1人でち多<の手当をで

ぎるよラにしましよう。

s

N'

<自動体外式除細動器(AED : Automated External DefibriItator) >

A E Dは、心室細動の際に機器が自動に解析を行い、

必要に応じて電気的なショック(除細動)を与え、心臓

の働きを戻すことを試みる医療機器です。

市内においては、地区防災センターである学校等の公

共施設を中心に設置が行われ、消火器と同様に、万一の

事態が発生した際には、その場に居合わせた人が自由に

使えるようになっています(操作手順について、音声で

アナウンスされますのでそれに従います。)

・瓶急救護、AEDの講習相談の問しA合わせ

4国分寺消防署：042-323-011 9

] �'.

. -

- � „ -i
・A

□地麗保険～の加入

・火災保陸では、建物・家財の補償を行っていまずが、地震による火災は火災保

険では補償されません。

・地震じ備えるには火災保険と併せて地震保険に加入することが望まれまず。

(※地震保険単独で契約でさません。)

・火災保険の與約期間の中途でち加入することができまず。

・保険料は都道府県や建物の構造によって異なりまず。また、建築年次による割
引ちありまず。

・詳し<は最寄の損害保険会社または

さ日本損害保険協会そんがい保険相談室0120̶107808 (htt ://www.son 0.01'.')
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費免ておきましよラ・f 2-1家庭ての対策：S常編

□防災関連施設・危険箇所、災害時蓉援護会鍋にフし\て

・友和会にある防災関連施設(まちかど消火器、消火栓)につし\ては、その位匿
と状態を確羅しておさましよラ。

力なお、消火器じつし\ては、壊れたちのを見かけたり、使用したときには場所と管理

番号を、国分寺市<らしの安全課へお知らせ<ださしン。

[042-325-01 1 1 (内線3了3)】

・ブロック塀の多いところや道路上空に変圧器が集中してしAるところなどは、災
害時の避難に支障をちたらすことち考えられます。実際の避難の際に安全が確
保できるよう、危険箇所の位置ち確認しておさましよう。

・一人ぐらしの高齢者の方などで希望される方は「災害時要援護会員」として地
図に掲載しています。災害時における皆さんのご協力をお願いします。

フアイルの最初に入ってしXる防災情報地図1(地区の現況)をご覧<ださし〉。

□避難場所・避難ルート等の確認

・友和会の国分寺市の指定避難場所は光町三丁目の国分寺第二小学校でず。

・第二小までは1km以上の距離があり、状況によっては避難ルートとなる戸倉
通りの安全確保が十分でなしAことち考えられまず。

・そこで、避難する必要がある場合は、まず最ち近い国立市の避難揚所である国

立第四小学校ぺ避難し、しばら<して状況が落ち着し\た段階で、自治会長や理
事の指示じよって国分寺第二小学校へ移動ずるちのとします。

・上記の避難場所や避難ルート、そして友和会周辺の災害時に役立ちそうな施設
等についてち把握し、確識しておきましよう。

フアイルの二番目に入ってしンる防災情報地図2(地区周辺の状況)をご覧<ださしxc
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費えておきましよラ/ 、 2-f家庭での対策：E常編
、-�t�����'ュぐ-ゆ�

□家屋の耐讓補強等

・耐震診断でちし問題があるようでしたら、ぐ要に廠じて耐震補強等を行うこと
が望まれまず。

-国分寺市では平成2 0年3月に「国分寺市耐震改修促進計画」を策定し、木造

住宅耐震改修助成制度を劃設してしAまず(行政の対策4-6ベージをごらん下さ

いX

耐震改修等の問し\合わせ先

づ国分寺市都市計画課：042-300-1671

□家の周りの@全対策

ブロック塀や屋根・ベランダなど、家の周りに安全対策ち行し\ましよう

屋根の点検

不安’定な資や -
アンテナは補強を

'\

CD

css

i

ま
I � I -sfr %rj;̃, ・

ブロック塀など②
安全対策

よ中に30なンチ以よ⑦碁漆

.部0なない5⑦'、鼓肖をびみ

つてし、ない物な危陵です：

しコなり繕強を
J

I

ブロバンガス

ブロノむガユボン-ヌ
を鎮でしっなtj擁強

ベランダの点検

程木鉢など⑤

空達益嬉を
J

者朽化したブロック塀などは地震の際、倒壊の危険性があるだけでなく、人的

な被害を引き起こずことちありまずので、生け垣やフェンス類などの軽し\素材

にするなど、時間をかけて改善してし\ぐことち心要かと思われまず。

国分寺市では、生け垣を新設する場合や生け垣をつ<るために既存のブロック

塀等を取り壊す場合の一定の助成制度がありまず。

生け垣助成の問し\合わぜ先

さ国分寺市緑と水と公園課：042-325-01 1 1 (内線354)
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確認しましよラず

災害時にはまず、身のぼ至の確保(自助)

卷家庭にし\る際に地震などの災害が起きた場合は、まず自分の身の安全を確保しま
しよう。

屋内

□とにか<身の安全の確保

□しっかり火の始末

□我が家の安全の確認

屋外

□隣近所の安否確認、助け合し、

□避難所ぺ避難

次ベージの避難行動マニュアルで確認しましよう！
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避難行動フニコアル e

'''-・'*
・・・-'U.A.-..,

ん▲,>-;, ・・・

時間経過 行 動

ぐ 緊急地震速報(発生の数秒～数+秒前)

発生ガら～2分グラツと揺れちらとに力\<自0の身を守ろラ/

-・'̶-"
\ソグ

机の下に入る

クッション、雑誌などで頭を保護する。
家異から離れる。

ガラス面から離れる。

I I

�wバ
えキ''
€キ激

2q～50 六揺れがおさまつだらしつガりめの胎末

・台所やストーブなどの火の始末
・避難するときは、ブレーカー、ガス
の元栓をさる

�ね

ボれ- (t"

■イ,'�

50～100我が家のB全確認・確保

・家族の安全、不在家族の安否確認

・災害情報、避難情報の入手

・避難のための出口の確保

・ガラス片や転倒家具への注意
趣

0◎�ム*ぬ⑧

I oq～半E 瞬近所の寂否確謡・助け台レ

.倒壊家屋などの下になって
し\る人の救出

・災災発生時の初期消ル

・けが人などの救護
半B～3E

';.'%

tl
]B&

i次のような場合は最青の避難所に避難します。

・家屋が倒壊したり、火災がすぐそこまで迫って危

険な場合。

・避難勧告や指示が出た場合。

□火災等の危険がな<、

家屋の一部損傷に止ま

る場合は、当面自宅で

しのぎまず。
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覚乏ておぎましよラI 1
''�

外出先で被災しだ場台

こ
t

<街の中で>

春まず自分の身を守ります。

カノてンなどで頭部を保護する場合は »
5センチほど浮かします。 ぐ

卷その場に立ち止まらずに空さ地や公園等に避難しまず。 t
♦ブロック塀や自動販売機など倒壊の恐れのあるちのに
は近づかなし\ようにしまず。

春都心で被災した場合にはまず状況確羅をしたうえで帰宅方法を考えましよう

<ヒルの中で>

拳まず、自分の身を守りまず。デパートなどの広い空間の中では柱の周辺の強度が
晶<なってし\ます。

春ショーケースや大型商口=口などには近づかなしXようにします。

卷上階にし\て避難する場合は、原則として

エレベーターは使いません。

卷ちし、ェレベーターの中にいた場合は、全て

の階のボタンを押し、止まった階で降ります

春係員がいる揚合には、ぞの指示に従い避難

しましよラ。

レ', .'<

ヴ

,ボ

,i

@

<自動車を還斬中>

春自動車を運転中に地震にあった揚合は、

減速して左側の路肩に停車しまず。

卷避難ずる際は、キーはつけたままにします。
m

�
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費乏ておぎましよラ!
夕

1
・"!

、wゆ
.,;・・' ・-

+1 �レザ-s::-ず

□幅老圃難者の心得

・友和会の中じは、学校や仕事の関係で都心方面へ出かけてし\る方ち多しAと思わ
れます。.

・地震等の災害による交通機能が停止した場合、多<の帰宅困難者が発生ずるこ
とが予測されてしAまず。

・都心から徒歩で帰宅する可能性がある方は、以下の行動に心がけましよう

�

¦!IB . -
サッブ首■I

xw/
ぜl
V-

①あわてず聽がず、状況確認

②携帯ラジオをホケツトに

⑨つ<つておごラ構宅地図

④ロツカーなどにはスニーカー

⑤飢の中などに圏易ま料(チヨニ、キウラメル等)

④事前に家族て話し台[x (達絡方法、集台場所)

⑦@否確認方法(災害倍言クイや化ゆ携帯の倍言掲示板害)

⑥歩し\て帰る訓練を

@季節に磁じだ冷暖華備(携帯カイロ、ジオル害)

⑩道中は声掛け台レ、助け台ラ

⑧トイレットベー八’一不足に備乏、ボケツトテイッシコは多めに持つてお<J
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資乏ておぎましよラ# f
・";

□緊急地國速報

*平成19年10月1日より、気象

庁による緊急地震速報の一般への

提供が行われてし\ます。

・これは、地震の大きな揺れ(S波)

の前に到着する小さな揺れ(P波)

をとらえることで、大きな揺れが

到曽する数秒から数+秒前に到達

時刻や揺れの大きさなどを知らせ

るちのです。

激
e

「緊急地震速報」

菌い揺れが来ます

(揺れの予告)

ぎ

rr

危険回避！ ボ.

ラ.
こ・,

イぐ;.

T

たへ

y ll

[気象庁さhtt ://www.seisvol.kishou. 0.' /e /EEW/kaisetsu/index.html]

NHKのラジオ’テレビ、民放テレビ、民放ラジオの一部は「震度5弱」

以上で放送します。

ケーブルT vを運用するJ : GOMでは、テレビの電源がオフの場合でも

専用の端末で緊急地震速報をキャッチし警告音等により知らせるサービ

スを行っています。

[J : COM緊急地震速報夕htt V/www.com.co." /sぽvices/secure.html】

注意点

・園源がおまり近レ場台は繁急地醒速報が間に台わなレ場台があります。

・圓度はブラスフィナス1程廣の誤差が生じる場台ガあります。

・驚急地麗速報を受信しとぎは、隙てず、とに力\<自分のきを守るごと

にねがけて<ださレ。
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地域の対策

[大切な共助】
���二ぬw*。お5�まミね：'iじ��まモぼま

I
バ

*バ

€'-ざ
※ん

3-1地域の対策：日常編

取り組みましよう

地域全体で防災意識を高め、災害に備えましよラ(共助)

、ン

・ムノ"ンT,.、

▲

3-1

覚えておさましよう

日頃からのあいさつなどのコミュニケーシヨンのこころがけ

防災訓練の実施....................

災害時要援護会員への支援...............

災害時に有用な枝能・資格を有ずる方との連擦......

災害時に有用な資機材を有ずる事業者の方等との達携・ - ・

地域の施設(サニーライフ)との達携..........

防災倉庫の管理と備品の升実..............

イベントや行事を通じたコミュニティの醸成.......

近隣市の自治会等との連携...............

まちあるぎ等による危険箇所の点検...........

3-2

3-3

3-3

3-4

3-4

3-4

3-5

3-5

3-6

3-6

3-2地域の対策：災害時編

取り組みましよラ

必要となるのはみなさんの力です(共助)

覚えておきましよラ

避難行動と避難生活..........

災害時要援護会員への支援.......

国分寺市役所との連擦.........

避難所における情報の収集と広報’・ ・ ・

備品等の配布.............

3-7

3-8

3-9

3-9

3-10

3-10

3-0



取り組みましよラ・f 3-f地域の対築：s常編

地域全偶で防災の窟識を高め、災害に備えましぷラ(井助)

卷日頃から防災の意識を高め、地域での防災力を強化ずるため、下の表の各項目につし\て

取り組んでし)さましよう。

□日頃からのあいさつなどのコミュニケーシヨンのこころがけ

口防災訓練の実施・参加

口災害時要援護会員への支援

□災害時に有用な枝能・資格を有する方との連携

□災害時じ有用な資機材を有する事業所の方等との連携

□地域内の施設〔サニーライフ)との連携

□防災倉庫の管理と備品の充実

□イベントや行事を通じたコミュニティの醸成

□近隣市の自治会等との連携

□まちあるき等による危険箇所の点検・改善

3-1



賣免ておぎましよラ-f

̃♦��ミ�じ-‘おな・L-あ二

3-1地域の対策：日常編
1ぱ‘L.

□s頃力sらのあし\さつなどのつミコニケーシヨンのごごろがけ

・し\ざとし\うときにお互いが助け合えるように、地域ぐるみで日頃からのあいさ

つなどコミュニケーシヨンにこころがけましよう。

・地域でのあし\さつ・声かけは、防犯にち役立ちまず。

-..一�‘̶���一
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□防災訓練の実施・参加

・消火器による初期消ル、廠急手当・ AEDの取扱、起震車による振動体験等、

災害による被害を最小限に食い止めることができるよう、防災訓練に参加しま

しよラ。

・友和会では、每年善に防災訓練を行ってし\ます。

・国分寺市では、秋に防災ひろばを開催しています。 �

9ひ・・ ,.„

・I

(
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算乏ておまましよラ・f 3-f地域の対策：E常編

□災害時晋援護会鍋スの支援

・防災部では、災害時において助けが必要な方の安否確認や救出、避難場所まで

のお手伝しA等をしたし\と考えてしXまず。

・具体的には、災害時要援護会員リストとマップの作成を行い、皆さんで情報を
共有し、助け合うちのとします。

「要撲護会員」確認表の記入について(依頼)

防災ファイルに[要援湿会貴jをマップし記入し災害時においてr安否確認」

および医雜や保健師に-このマッフをもとにして避難所だけでな〈、在宅の高齢

者の「巡回診療jを実施してもらう為です。ご賛同の会員の方は.下記によy記入

願います。

なお, 個入情報保護法もあyマッフに記入して欲し〈ない方は.記入しなくて結

構です。

平成20年10月

西町ち和会

肪災部

このような「要援

護会員j確認表を

配布しています。

記

1.マッブの記入方法について(案)

対 象 者色別

寝たきりの人が居る家庭赤

独りgらしの人黄

夫婦とも高齢者錄

2,災害時の[要操護会員jの記入について

「要握獲会員j確ま表

班 班

氏名

瘍たきりの人が居るま庭

対象

独

夫

y

婦

暮

と

ら

も

L

高

の

齢

ジ、

者

色別等は、防災会逼で検討させて

ほきます。

<参考>

阪神大度災をきっかけに作成され、能登半島

地度時はマッブによリ手早〈安否確まができま

した{朝日新聞：朝刊(2007. 4 3)

roj印：複数の対象があれぱ

複数「oj印を記入課います。

3.記入された方は、平成20年10月31日までに。各理事まで持参願い志ず。

4,防災フアイルの配布について

防災ファイルの配おについては、平成21年3月を目途に作成中です,

なお、配布時に鶏沢様(コンサル)に防災ファイルについて説明して頂く予定です。

5.その他(要望事項があれぱ、紀入願います)

班氏名：

3-3



資乏ておぎましよラず
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3-f地域の対策：E常編
̃,"

□災害時に有用な技能・賀格を有する方との連携

・アンケートで回答があった方(医師、看護士、 .

介護士、建築士)との連係を進めてしAさまず。

・新たに役立つ技能や資格を有ずる方がいなしス

か、防災ニュース等で呼びかけを行っていき

まず。

ご協力で

きます！

□災害時に有甲な賀膳防を有する事業者の方害との連携

.災害時に必要な資機材を有しており、ご協力をしAただける事業者の方について、
防災ニュース等で哩びかけてし\きまず。

.アンケートによれば、毛布(19件)、カセットコンロ (13件)、大ェ道具類(11

件)等の供出か\可能となってし\まずので、いざとし)う時に活用できるようにず
るため、どんな仕組みづ<りを進めていさまず。

□地域内の施設(サニーライフ)との連携

・日中及び夜間における災害時の協力体制づ<りを進め、災害時に備えまず

サニーライフ 協力体制

<西町友和会>

会長

副会長

防
災\
部̃>
長

監
査

会
計
み

書
記

各会員

3-4
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賣乏ておきましよラ・' 3-f地域の対策：E常編

口防災曇庫の管理と備晶の巧実

<防災倉庫の設霞>

*平成21年度以降に設霞予定です(設置揚所は今後検討しますX

<備品の準備と管理>

・災害時における救出用具の準備と管理を

行いまず。

づバール、のこぎり、ジヤッキ、

スコップ等

・避難生活用備品の準備と管理を行し\ます。

づカセットコンロ、簡易トイレ、

三角バケツ、ポリタンク、キャリア又は

台車等(水の運搬等)、防寒アルミシート、

ブルーシート、ロープ等

友和会防災倉庫

<備品の充実>

・備品は定期的に点検するととちに、劣化や不足のなし\ように、適宜充実してし\
きます。

□イスントや行事を通じだ2ミュニテイの醸成

・防災訓練や炊き出し訓練、子供の

視線からみたまちあるき等のイベ

ントや行事を通じての防災意識の

高揚やコミュニティの醸成を目指

します。

掲示板による地域情報や防災情報

の提供を行います。

唯

i'
V.

L
i

ビドこけ

彙
ユ
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資乏てお含ましよラf.
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3-f地域の対藥：s常編

□近麟市の自治会害との連携ブ<り

・友和会は立川市や国立市との市境に位置

してし\ることから、災害時におしへては隣

接市の市民や自治会との協力が必要でず。

・そこで、自治会同士の連絡会議等を設麗

し、交流を深めるちのとします。

立川市

友和会

国立市

お隣どうし

ですね！

レよ

タニネ

ぐご

□まちあるぎ等による危険箇所の点微・改善

・定期的にまちあるき等を行しk地区の危険箇所の点検や改善の状況を自分達の
目で確認します。

・危険な箇所につしAては、普段から気をつけるようにし、必要がある揚合は地域
から改善の働さかけを行し\ます。

・大人だけではな<、高齢者やこどち達の目線などからみたまちの危険性や問題

箇所の点検などち検討します。

僕の背丈より高い

ブロック塀。倒れ

たらどラなるの？
電柱の上に重そラなトラン

スがた〈さんあるから、この

道はあぶないね。

み系ス-ハ,
r'Q/3 ,・・・なめ.�
/ o ゥ、,■ゴ・、',

Iプ-
/,/

・・・1 /-・'・-
ン

<:
\

榮

ネ

夕べ
ご

ク

ン/
f

隣の家とこんな

に近いと、火事

の時に延焼が心

配よね！

t
ざ み♦をf
' 'べ"�シ

行き止まりの道、いざと

いうとき避難は大丈夫7
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取り組みましよラず

- ..4&む二

旧曹となるのはみなさんの力でず(共助)

卷大きな地震の際には、公的な援助はずぐには来れません。まず必要となるのみな
さんの力でず。

卷防災部では、災害時じおし\ては下表の各項目の取組みを行しAまず。なお、友和会

は比較的規摸の小さい自さ会組織ですので、災害時においては、みなさんのご協
力がぜひとち必要です。

□避難行動と避難生活

□災害時要援護会員ぺの支援

□国分寺市役所との連擦

□避難所等における情報の収集と広報

□備品等の配布

3-7
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□避難行動と避難生活

地震発生!

"!

家屋が倒壊

火災が迫ってしXる

避難勧告・命令が

出た

まずは国u四小～

国む第四小学較ス避難 へへ

uバ
国む第四小学較ス避難

'�r

※災害の状況により、困難

な場合は、立川南砂小学

校、立川第二中学校、そ

して国分寺第二小学校

への避難も検討します。

一定期聞の避難生活が過

ぎたら、国分寺市の地区防

災センターヘ移動

I"
1'

※国分寺市は立川市及び国立市と

避難場所相互利用協定を結んで

いますので、双方の市民が利用す

ることが可能となっています。

状況が落ち善レてき

ちら、自治会長や理事

の指示に従レ、国Bき

第二小に膝動します。

国お吉第二小学蚊へ

※国立第四小でも避難生活の支援が十分受けられますが、

長期的な避難生活を考慮すると、福災註明の発行などの

手続が受けられる国分寺第二小の方が有利です。

4 r

'I .マ
©-

� , "一ぶ
,・ '? 11'' T '
, . /r

ン。 1才-シ
/", -'','でバ/

/'/
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賣そておぎましよラず
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□災害時画援護会員～の支援

①避難場所において

・自力で避難でさなしせ覇合は救出、避難揚所までの

避難を援助します。

・避難所では、避難生活を送る場合の必要な支援を

行し\まず。

②自宅で避難生活を送る場合

・自宅で避難生活を送る場合に水や食料品の運搬・補給等の支援を行なし\まず。
なお、手助けが必要な方については、要援護会員確認表(3-3ページ参照)で
意向を同し\まず。

※避難場所が開設されている揚合には、余■や天候などの影響を考慮ずると避難
場所に避難ずることが安全と者えられまず。

口国q吉市役所との連携

①安否確誌情報等の連絡体制

・皆さんの安否確認や災害じ関ずる情報等をやりとりずるため、国分寺市の地区
防災センターとなる国分寺第二小との達絡体制を確立します。

<地区防災センター>

国分寺第二小

<安否確認> <安否確認>

友和会防災部

国立第四小

各家庭

<災害情報> <災害情報>各家庭 各家庭

②救援活動等への協力

・必要に廠じて、市が行ラ救援活動等に協力しまず。

3-9
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□避難所等における穆報の収集と広報

・安否確認の家屋表示を行いまず。

・各避難場所において、安否確認情報等のスペースを確保し、表示を行し\ます。

□備品等の配布

・みなさんか1、自宅又は避難場所での避難生活を送るにあたり、防災部では防災
倉庫を活用し、備品の配布や支援活動を行いまず。

<備品関連>

・ �";l/-�-hs D-�

・ポリタンク

・簡局トイレ

・防寒アルミシート

-カセットコンロ

<避難生活の支援>

・飲料水等の運搬体制

-炊き出しの実施

参考1

避難生活の中で困るはトイレです。

箇易トイレの準備が望まれますが、ぺ

ット用のトイレシートもいざといラと

きには役立ちます。

ん ベリわ巧+パbシ� t

:―ホ■め

テ�
:.廣⑩
」�まioか-ら■

>重A*.-.

!

i:

t.
.' �

参考2

非常時に防災グッズをすぐ持ち出せるよう、下のように鉢植えがそのまま防災備

品になるものもあります。

普段玄関においておけば、

外に飛び出そラとした際に

気がつ〈はずです。もちろ

-y.' -・;

んトイレにもなります。

htt 7/www.iwa '・a-h .com/

M.
'*-*fl4i-� �ヌ

sw"�r

1

̶
-ゾ''ン‘

/

ひ,*,-お
1

'め、l<

ザ

I

f

.★

をし-
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行政の対策
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4̶1行政の対策：日常編

知っておさましよう

行政による防災まちづ<りへの支援

. , „,.-«..

/

4-1

知っておさましよう

防災まちづ<り学校の開催.......

総合防災訓練、地域防災訓練の実施・ ・ ・

防災意識の普及*啓発.........

耐震改修等への支援..........

災害時要援護者への支援........

民間団体等との協定による防災体制づ<り

災害に強いまちづ<りの推進......

4-2

4-3

4-3

4-4

4-7

4-8

4-8

4̶2行政の対策：災害時編

参考にして<ださい

災害時における行政の役割(公助) 4-9

4-0
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知つておぎましよラず 4.̶ f行政の対策：B常編
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行政による防災まちブ<りスの支援

春国分寺市では、地域の防災まちづ<りを支援するため、各種講習会の開催など

防災知識の普及に努めるととちに、災害の予防に関ずる各種の取組みを進めて
しAまず。

□防災まちづ<り学校の開催

□総合防災訓練、地域防災訓練の実施

□防災意識の普及・啓発

□耐震改修等への支援

□災害時要援護者への支援

□民間団体等との協定による防災体制づ<り

□災害に強し\まちづ<りの推進

4-1



知つておぎましよラf 4̶ f行政の対策：E常編

Mセ"バ"

・国分寺市では、每年ぴち災まちづ<り学校力を開催してし\ます。

・募集は毎年5月の広報で行なっており、定員は50名でず。

.6月から3月まで、計11回、以下のような内容について、専門家の講義の

ほか、フィールドワークやグループ毎によるワークショップ等じ取り組んで

しンます。

カリキュラムより

卷国0吉市の職画と災害危膜

♦国0吉市の@至対策’

供水と<らしとs全

卷都市環境とみどり

『我が町の現状を知るぶ

肪災診断地図づ<り

s-

t,
ずン

4.

TT
�

�

I

I

I

'' ・i
t.

-� 1
��rス’������������

ダ

春まだつ<り1都市フ<り

卷我が町の理状を知る

卷災害事例と災害危険

春住まレの@全対策

春生活s全講習

問しス合わせ

さ国分寺市<らしの安全課

『まちづ<り都市づ<op,

チ

・都市計画と国分寺の都市づ<りR
F

国分寺市の都市づ<り

まちづ<りのし\ろしsろ I
t.

コロロ

�コ

ra cr,田田旧
@ S3旧田.田田田田
B田田田田田口田

042-325-0111 (内線511)
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知つておぎましよラf な一f行政の対策：E常編

te,sa,atA«s5»ssi'i:A<is-- ・:-<**>;"
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口総台防災訓練、地域防災訓練の実施

・国分寺市では、防災推進委員をはじめ、消防署や関係機関との連携の上、毎

年9月1日の防災のB前後に、ぼお合防災訓練ぶを実施しています。

・総合防災訓練では、災害対策本部を設霞し、市職員や消防団の参集、避難や

情報伝達訓練、救出稼動及び救護活動、糊資輸送等の訓練を行し�まず。

・そのほか『地域防災訓練リとして、各地域の地区防災センター(小中学校等)

において、消防団や消防署との連携の上、地域レベルでの防災訓練を行って

います。

4.
,'‘

.・・ダ

'7 ?
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4.
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問しA合わせ

ぐ国分寺市<らしの安全課：042-325-011 1 (内線51 1)

□防災意識の曽径・啓発
防災ひろばの様子

.*,-...

て。チまザンれ:
- $. ぜ'-.

ぱ

国分寺市では防災意識の普及*啓発

のため、防災に関する各種のイベン

卜、講演会や防災まちづ<り学校の

「オープン講座」の実施、児童・生

徒を対象とした防ル思想の普及、町

会・自治会等を単位とした講演会等

の開催を行っていまず。

これらとあわせて、市民防災推進委

員が主体となっての実施ずる「防災

ひろば」の支援等ち行っています。

問しA合わせ

4国分寺市くらしの安全課：042-325-011す(内線51 1)
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知つておぎましよラf 4- f行政の対第：日常編
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□耐園改條害～の支援

・国分寺市では、平成20年3月「国分寺市耐震改修促進計画」を策定しまし

た。

・耐震化支援策の概要は以下のとおりです。

・対象となる建物につし\ては、原則として建築基準法における新耐震基準(昭

和56年6月1日施行)以前じ建てられた木造住宅、市立建築物、民間特定

建築物(耐震改修促進法第6条に規定ずる)となりまず。

・具体的な支援策につし\ては4-5、 4-6ベージに案内を掲載してし\まず。

・問し\合わせ先

'国分寺市都市計画課：042-300-1671

表耐震化支援策の概要

事業種類 事業名

耐震途野講晋会

な耐霊診断及び専門家による耐
替発に関する■ネ目まを

(新規)事業

'.2)耐震改修に

関する事業

さその他の事業

木造住宅耐震診

断士派造事業

(新規〉

木造住宅簡易耐

震改修助成事業

(新規)

木造住宅耐震改

修助成事業

(新規)

住宅改修ほ金融

資あっせん

事 業 内 容

講師の指導のもと、簡星耐震釜断を講習会形

式で行います。

専門家により、無料で簡晃耐震診断や耐震に

関する相談など、個別の市民相談会として定

期的に行います。

耐農診断士を派遣し、一般診断を行います。

改修前に比べて耐震性能が改善される改修ェ

事費の一部を助成します.：

耐震改修後の緯合評点が1.0以上となる改修

工蕃費の一部を助成します

住宅の修縫ェま等をする場合、40〇万円を限度

として責金の融sあっせんを予算の範■内で

随時受けせけますe

4-4



知つておぎましよラ・f 4̶ f行政の対策：日常編
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平成20年フ月15日(火)より、市内の木造
住宅の所有者からの申請によy、市に登
録している「耐震診断士jをご自宅へ派遣
し一般診断法による耐震診断を行いま
す。
まずは、あなたの住まいが地雲に対して
安全かどラか確かめてみませんか。
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華昭和56年5月3T日以前(建築基準法における新耐震基準導入以前)に建築

♦2階建て以下の木造住宅(主要構造の過半が木造であるもの)

卷用途が、専用住宅、共同住宅(長屋含む〉、併用住宅(延べ床面積の過半が住宅であるもの)
のいずれかに該当するもの

耐震診断士の派遣費用
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住宅の延床面積と新藥時等の設計図書の有無

にぼじて、右表のとおり17,000円～36,000円の

派遣費用がかかります。耐震診断士が診断結

果の説明のために再度訪問したときに、耐震診

断士に直接お支仏いいただきます。

5'

ぴom’未満

100 m'以上

200 m’未満

200 m'以上

有

無

有

無

有

無

17,000円

22,000円

20,000円

24,000円

28,000円

36,000 R

み.

レ_:,_「 -, rf?.-
ゾ, , . �

7/15(火はり受村を開始はす。「耐震診断±派遣申請書j

に必要事項をご記入いただき、建築確認済証や建物登記

蓮謄本など所在地'構造'達築年などが確認できる書頻の
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※派遺費用は、耐震診断に要する費用の2割相当分です。
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g分寺駅北口事務所
(肪徒歩1分)
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◎ご質問、ご相談、お申込は下記へお問い合わせください
cr̶-

⑤分瘍ぼゴヒロ

.� 問い合わせ先：国分寺市都市建設部都市計画課ft

�/ (本町3-2-17国分寺駅北口事務所1の電話番号(042)300-1671 I
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知つておぎましよラ-f 4.- f行政の対策：E常編
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雜象

範和お年5爲煤前に達築

をれおホ造往宅

国分寺市では、災害に強いまちづ〈りを推進する一環として、「木造住宅耐ぼ改修助成毒業jを
開始します。

市の「木造住宅耐震診断士派遣事業」によリ耐震診断を受け、評点が1.0未満(耐震基準を満
たしていない)と判定された住宅の所有者の方が、耐震改修ェ事を実施する場合、ェ事費用の
1/2を助成金として交付します。ただし改修後の評点を1.0以上まで引き上げる工事にっいて
は5〇万円を眼度、また改修後の評点を0.7以上まで引き上げる簡易的なェ事にっいては、30
万円を限度とします。

�封象住宅

⑩昭和56年5月31日以前(建築基準法における新耐震基準導入以前)に建築
-2階建て以下の木造住宅

g市の「木造住宅耐雷診断士派遣事業」によリ耐震診断を受け、評点がL0未満と診断されたもの
⑩建築基準法に明らかに違反していない建築物

�助成封象者

鬱上記住宅の所有者であること
参市税を滞軸していないこと

7/15(火)より受付を開始しまず。手続については裏面

仏とおyとなって担ylす。上記要̶嚴ナi酎震改
修助成を受けられる方は、必ずェ事の契約を行う前

£»?SSS[�Amil®�&£�<7��

◎ご質問、ご相談、お申込は下記へお問い合わせ〈ださい

国分寺駅北口
事務所宴内図

髮

M 4.S-1:;

国分寺斌北コをほ所
(巧佳ホ’分)

S.S& I Sti.

ホを:ん'

wss

Afi.

固分さ.gRゴじ口

:� 問い合わせ先：国分寺市都市建設部都市計画課
�リ(本町3-2-17 ■分寺駅北口事務所1F)電話番号(042)300-1673

1

)
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知つておぎましよラ・f 4̶ f行政の対策：E常編
l<wtl?- 、

.--A�.a.te.-Aat.エゴな毅お
バシ

A-

□災害時覇援護者～の支援

・国分寺市では、災害時に自力避難が困難な方の登録制度により、平常時から連

絡を取り、しへざとしAうとさの支援を行なしへます。

国分寺市から0お知らせです! /

おぢたち登録しませんか

「焚害時 -護 3gjへ

焚害時に自力避雜が困雜な方を国分寺市じ登録しまず。

※別添の「災害時要援護者登録申請書の裏.表Jを参照して<ださしL

のン,。gほなノ 、 ・fcLzsfe

有しまず。(焚害対硫・ 目的以外は使用しません。)
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自助

共助

公助

自追会など地域の皆さまへ

要援塵者
情報
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登錄された要援護者
の情報をちコた上記
の支媛者や地域の支
�の皆さんね$、災
に安き確認や避
》介助をしまず。

きずると思われる方がレ̃る場合は、どラぞ声を掛けて
きずることを勧めでレ〉たださたし\と思いまず。

-日頃から要援■者に対しでの見守りの意識を持ち、炎言が楚生したときは、
安否確認や避難の介助をお願レ1しまず。

この制度に該当ずる皆さまべ

・登録ずることによって、自力で避難が困難廣巧の自宅をあらかじめ知ること
ができます。自助(自分の身を守る)の一つの手段として登録ずることをお勧
めします。

串し送み・登録方法について

.きし込み.登録巧法は、希望された方のご自宅に、民生要員や市職員が個別
に訪問し、ご記入し)ただし\ち申請書を受け取り‘確認し登録となります。な
お、登録申請書は市役所<らしの安全課、各公民館、各地域センター、社会福
祉協議会(福祉センター内)にち霞しミてあります。

問合せ先：国分寺市役所くらしの安全課
電話042一32 5-01 11内373
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知つてお舌ましよラず 4̶ f行政の対藥：E常編
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□巨闇団依等との協定による防災伽制ブ<u

・国分寺市では、災害時における必要物資の確保、救出活動等におしAて協力体

制が取れるように、下記のような各種民間団体との協定による体制づくりを
進めてしAまず。

春大型スーパー、食品関係団体、事業所、コンビニェンスストア等

卷ドラッグストア等の医療品関係事業者

昏管ェ事団体、運輸団体、土木関係団体(住宅総合センター等)

卷民間福祉施設(二次避難所活用の検討)

・問い合わせ先

4< らしの安全課、ほか関係各課：042-325-011 1

□災害に強し\まちブ<りの推進

・国分寺市では、市民生活の基礎となる都市基盤整備において、防災の視点を

踏まえた整備を進め、災害に強しケまちづ<りを推進します。

修道路・橋梁・鉄道施設、ライフラインの耐震性や安全性の強化

春災害時じ有効となるオープンスペースとしての公園等の整備、緑化の推進

卷公共建築物の耐震性の強化、民間建築物の耐震補強や不燃化の支援

卷ブロック塀、落下物等への安全対策の実施

・問し\合わせ先

4都市計画課: 042-300-1671

<らしの安全課、ほか関係各課：042-325-011 1
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参者にして下さし～
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災害時における行政の役翻(公助)

春国分寺市地域防災計画(平成19年3月)では、国分寺市は、災害時におしぼは

災害対策本部を設置し、市民、消防やま察、民間固体等との協力のちと被災者

への支援・復旧活動を行うちのとしていまず。

卷地域防災計画については、その概要を計画書のフアイルに入れてありますので、

ご活用くださしA。
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国分寺市地域防災計画の概要

-防災備品メモや我が家の防災

連絡メモ等もついています。

家族の

速雄先

緊きの

達裕先

家族の

緊 急

デ タ

我が家の防災連絡ズモ

XBCffl-SlSW&l

.寒族との閲蘇

ヤ年月g maB アレルギー �g

家族の
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丁 E L/が2 32& 01]1(内53フ3夕
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参考資料
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ここでは、防災部の定例会において、国分寺市、コンサルタント及び防

災部から提示された資料の一部を参者資料として揭載してし\まず。

1国分寺の歴史.......

4市報に掲載されたちのです

2国分寺周辺の活断層・ ・

ン立川断羅帯の活動は？

3関東大震災の影響・ ・.

づ三多摩地域の被害は7

5-1

5-2

5-5

4むかしの井戸......................5-10

'市民グループがまとめた冊子「国分寺の井戸」の抜粋でず

5帰宅支援ルートについて...........

4東京都が示す帰宅支援ルートを歩し\てみました

5-13
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は
農
業
技
術
の
発
展
か
ら
新
た
な
耕

作
地
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
有
名
な

の
は
青
梅
市
内
の
新
町
や
、
小
平
市

内
の
小
川
新
田
や
立
川
市
内
の
砂
川

新
田
で
す
。
小
川
新
田
、
砂
川
新
田

は
享
保
以
後
そ
れ
ぞ
れ
小
川
村
、
砂

川
村
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
行
わ
れ
た
幕
府
の
改

革
の
一
つ
「
享
保
の
改
革
」
は
、
<

代
将
軍
吉
宗
が
実
施
し
ま
し
た
。
逼

迫
し
た
幕
府
財
政
の
建
て
直
し
な
ど

を
図
っ
た
も
の
で
、
そ
の
政
策
の
一

っ
に
享
保
7
年
に
出
さ
れ
た
新
田
開

発
の
奨
励
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
奨

励
を
受
け
て
国
分
寺
市
域
に
8
っ
の

新
田
が
誕
生
し
ま
し
た
。

写
真
は
正
保
国
絵
図
(
正
保
年

間
り
1
6
4
4
ふ
ホ
ま
の
■
国

の
全
図
)
の
一
部
で
す
。
0
で
囲
ん

で
あ
る
の
が
、
国
分
寺
村
と
恋
ケ
・
窒

村
で
、
市
内
に
は
こ
の
2
村
し
か
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ふ
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
(
内
巧

「
■
分
寺
村
」
と
な
り
、
人
口
が
増

え
て
昭
和
が
年
u
月
3
日
に
市
制
施

行
し
た
の
が
国
分
寺
市
で
す
。
今
後

は
恋
ケ
窯
村
と
8
っ
の
新
田
も
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
さ
て
、
「
村
」
と
「
新

田
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
違
い
は
何

で
し
よ
う
か
。

明
治
れ
年
に
公
布
さ
れ
た
法
律
に

よ
っ
て
地
方
行
政
単
位
と
し
て
村
.

町
.
市
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

村
と
新
旧
の
違
い
は
、
江
戸
時
代

の
享
保
7
 
(
t
-
<
I
>
-
M
O
/
i
)
年
以
後
に

開
発
さ
れ
た
村
と
そ
れ
以
前
に
あ
っ

た
村
と
を
区
別
す
る
た
め
新
し
い
開

発
地
に
「
新
田
」
と
付
け
た
こ
と
か

ら
お
こ
り
ま
し
た
。

新
田
は
新
し
い
耕
作
地
と
い
う
意

味
で
、
新
し
い
水
田
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
多
摩
地
域
で

前
回
ま
で
紹
介
し
て
き
た
町
名

は
、
大
字
国
分
寺
(
旧
「
国
分
寺
村
」
)

の
中
に
誕
生
し
た
町
名
で
し
た
。
次

回
か
ら
は
大
字
国
分
寺
以
外
の
村
に

誕
生
し
た
町
名
を
紹
介
し
ま
す
。

明
治
の
(
'
-
(
O
O
O
O
d
)
)
年
に
2
っ

の
村
と
8
っ
の
新
田
が
合
併
し
て



参者農糾一2 国分寺固迎の活断膳

平成15年8月7日

地霊課査研究推進本部

地:sミま査委員会

立川断層帯の評価

立川断層帶は、関東山地東部から武藏野台地お部にかけて分布すろ活断層帯である
ここでは平成9一11年度に東束都によって行われた調遮など、これまでにけわれた調
査研究成果に基づいて、この断層普の諧特性を次のように評価した。

1断層帯の位置及び形態

立川断居帯は、埼ェ県人圓郡名栗村から東京都青梅市、立川市を経て府中市にボろ
断層帯で、名栗断層と立川断層から構成される。全体として長さは約33kmで、概ね
北西南東方向に延びていろ。本断暦帯は北東側が相せ的に陸起すろ断層で、北西部
では左横ずれを伴う(図1、2及び表1)。

2断層帯の過去の活動

立川断層帯の平均的な上ド方向のずれの速度は、0.2̶0.3m,'千年程度と推定されろ
本断暦帯の最新活動時期は約2万年前以後、約1万3千年前以前で、〒均活動間隔は
1万一1万5千年程度であった可能性がある(去1),.

3断層帯の将来の活動

立川断層帯では、将爽マグニチ:

際に北危側が相酎的に2

Mホ来このような地震が榮生すろゴぶ期確率は表2
に示すとおりである。本断層寄は、今後30ボの間に地震が発生する可能性が、我力て
国の活断暦の巾ではやや高いグルーフにぜすることになろ(注1、2)<,

-ードア・4程度の地震が発生すろと椎道され、その

3 m程度高まろ操もたわ)みや段差が生じろボ能性がある。
レ’思衷あてホ旧.サ

4今後に向けて

立川断局帯では、過去の活動を直接示す資料がほとんど得られておらす、最新活動
時期や平均活勤間隔の数値も信頼度がほい。このため、過去の活動履歴についてより
精度のよい每料を得ろ必要がある。また、本断暦帯の南東部も左横ずれを樣っていろ
という指摘があるが、そのま態は明らかにされていないため、これを明ら力、にすろ必
要があろ..
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表2立川断層帯の将来の地震'発生確率等

将来の地ボ箱生確平等 信箱ま

(注6) (注7)
備 者

地德後経遥率(注8)

�後30年以内め地露究生確率

今後50年以内の地養苑生確率

今後100年以内の地族づを生確串

命後300年以内ヴ)他を発セ確率

集埼確率(注り》

0.9 - 2.0

0.5% - 2 免主確率及び集積確

0.8。ら 一4シ! ;tt 5) c 率は文献1による。

2 ̃ 7% j
5% - 0% ！

30% 'wu-* 90。ふより大ソ
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五郡必要救助人員数

地元羅災民

7,162

3,602

14,838

10.447

22,101

58,150 I

大正12年10月11日)

避難民

44,395

71,659

29,308

26,749

54,626

226,737

5-5

1
1
<

第
三
章
大
正
期
の
政
治
と
社
会

第
七
節
関
東
大
震
災
後
の
北
多
摩
郡

関
東
大
震
災
の
影
響

東
京
市
内
、
近
接
五
郡
の
被
害
大
正
士
一
年
c
 
1
九
二
三
)
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
相
摸
湾
を
震
源
地
と
す
る
ャ
グ
ー
ー
チ
ュ
ー
ド
七

.
九
の
大
地
震
が
、
東
京
・
神
奈
川
を
中
心
と
す
る
地
帝
を
襲
っ
た
。
有
名
な
関
東
大
震
災
で
あ
る
。
京
浜
地
帯
で
の
建
物
の
全
壊
ー
ニ
万
八
千
、
焼

失
四
四
万
七
千
、
死
者
約
一
〇
万
、
行
方
不
明
四
万
三
千
と
い
う
か
っ
て
な
い
大
惨
事
で
あ
っ
た
。
東
京
府
下
の
被
害
世
帯
数
は
、
総
世
帝
数
約
八
三

万
の
う
ち
約
四
o
万
で
約
半
分
、
市
部
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
九
〇
バ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
三
五
万
世
帯
が
被
害
を
受
け
た
"
催
災
者
数
は
全
体
で
約
 
一
0

万
、
う
ち
市
部
で
九
万
四
千
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
的
被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
震
発
生
が
ち
よ
う
ど
昼
食
ご
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

火
災
に
よ
る
焼
死
者
で
あ
っ
た
。
下
町
な
ど
木
造
家
屋
が
密
集
し
た
市
街
地
で
は
、
火
事
が
次
ノ
ィ
と
延
焼
し
、

水
道
管
は
全
城
で
破
損
し
た
う
え
、
避
難
す
る
市
民
で
狭
い
道
路
は
塞
が
れ
、
パ
ュ
ッ
ク
状
態
と
な
っ
た
こ
と

が
被
害
を
一
層
大
き
く
し
た
。
警
視
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
死
者
の
う
ち
実
に
九
三
.
八
バ
！
セ
ン
ト
が
焼
死

者
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
混
乱
の
中
で
デ
マ
が
飛
び
か
い
、
朝
鮮
人
や
社
会
主
義
者
の
,
虐
殺
な
ど
が
起

こ
っ
た
。
社
会
情
勢
は
不
穂
と
な
り
翌
二
日
、
東
京
市
及
び
隣
接
の
豊
多
摩
、
南
葛
飾
、
南
足
立
、
北
豊
鳥
、

佳
原
の
五
郡
に
、
明
治
三
十
八
年
(
一
九
〇
五
)
の
日
比
ハ
を
焼
き
討
ち
事
件
以
来
の
戒
厳
令
が
布
告
さ
れ
た
。

東
京
市
に
近
接
す
る
こ
れ
ら
五
郡
は
、
直
接
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
壞
滅
的
打
撃
を
受
け
た

東
京
市
か
ら
逃
れ
て
き
た
避
難
民
の
救
済
に
も
追
わ
れ
た
。
十
月
初
旬
ま
で
に
東
京
市
が
ま
と
め
た
調
査
に
よ

る
と
、
五
郡
救
助
を
要
し
た
羅
災
者
数
は
ま
口
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

三
多
摩
、
国
分
寺
村
の
披
害
こ
の
よ
う
な
市
部
の
壊
滅
的
被
ま
H
や
近
接
五
都
の
大
混
乱
に
比
べ
て
、
三
多

sss
a

名
原
摩
鳥
立
飾

多
座
足
葛
計

郡
.
苗
豊
北
南
商

表
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表14三多摩各郡の披害世粥数及び濯災人D

郡市名 披害世帝数 羅災者数

八王子市 37 34

5-6

摩
地
方
は
概
し
て
被
害
は
少
な
か
ゥ
た
。
三
多
摩
地
方
の
被
害
世
帯
数
と
羅
災
人
口
は
表
M
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

三
多
摩
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は
南
多
摩
郡
で
あ
る
。
そ
の
日
の
川
口
村
の
記
録
に
は
「
午
前
十
一
時
五
十
八
分
奨
然
大
地
震
襲
来
、
上
下
動
烈

し
く
戸
外
に
避
難
す
、
電
信
電
話
不
通
、
列
寧
転
覆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
九
月
十
九
日
ま
で
の
調
査
で
同
郡
で
は
町
田
町
、
忠
生
村
、
鶴
川
村
な
ど

を
中
心
に
家
星
の
全
壊
一
、
九
五
四
、
同
半
壌
三
、
八
一
九
、
死
者
二
〇
人
、
食
傷
者
四
五
人
と
な
っ
た
(
沼
灘
吉
「
関
東
大
讓
炎
と
南
多
摩
郡
青
年

団
」
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
四
一
号
)
。

北
多
摩
郡
で
の
被
害
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
ニ
ー
多
摩
の
な
か
で
は
東
京
市
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
初
郡
内
へ
の
避

難
民
は
約
八
千
人
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
う
(
東
京
日
日
新
聞
大
口
 
*
び
.
 
U
)
。
そ
の
模
様
は
酸
察
の
報
告
に
よ
れ
ぼ
、
「
中
央
線
及
武
蔵
野
線
ノ
乗

客
ハ
每
列
車
満
員
、
事
外
ー
ー
温
フ
ル
&
状
況
ニ
テ
吉
祥
寺
駅
ー
ー
於
テ
ハ
青
年
団
出
動
、
署
員
共
力
整
理
-
努
メ
ツ
\
ア
リ
」
(
衆
京
都
公
文
書
館
「
警
察

報
告
災
害
状
況
第
九
一
報
」
)
と
あ
る
。
爲
災
後
+
爽
線
は
吉
祥
寺
ま
で
は
早
期
に
復
旧
し
運
行
し
て
い
た
が
、
国
分
寺
、
吉
祥
寺
間
の
電
堪
は
休
止
さ

れ
復
旧
は
翌
年
ま
で
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
当
時
の
国
分
寺
駅
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
(
東
京
日
日
新
聞
大
じ
,
 
口
.
ぴ
〕
。

"
 
°
°
"
 
な
に
せ
山
の
手
線
の
旅
客
が
激
増
し
漠
災
後
の
山
の
手
被
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
填
輔
の
融
通
を
つ
け
運
艇
回
数
を
増
し
て
混

雜
の
厳
和
を
針
っ
て
い
る
の
で
す
が
そ
れ
で
も
ま
だ
旅
客
に
満
足
を
与
え
得
な
い
有
様
で
す
。
そ
の
為
車
輔
の
補
給
や
電
流
の
流
用

な
ど
か
ら
自
然
あ
ま
り
旅
客
の
な
い
国
分
寺
吉
祥
寺
間
を
中
止
し
て
山
の
手
線
を
応
援
す
る
と
い
う
よ
う
な
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す

o
づ
D
力

2
夕
ぱ
ぽ
 
国
分
寺
村
で
は
死
傷
者
な
ど
の
人
的
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
当
時
の
村
の
行
政
文
書
の
中
に
は
、
関

ム
-
東
大
震
炎
関
係
の
事
項
と
し
て
、
十
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
村
議
会
で
義
務
教
育
費
の
国
庫
助
成
金
八
百
五
十

九
円
と
前
年
度
綴
越
金
千
百
三
十
円
合
わ
せ
て
約
二
千
円
を
、
「
震
災
復
旧
小
学
校
修
繕
費
」
と
し
て
七
百
円
、
「
伝

5力

郡
郡
郡
づ
染
病
予
防
費
」
七
百
円
に
充
当
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
次
い
で
翌
年
の
議
会
で
「
大
正
十
三
年
ハ
震
災
ノ
後
ヲ
受

塀
摩
購
能

多
多
多
ぼ
ケ
タ
ル
ヲ
以
テ
役
場
庁
舎
小
学
校
告
等
何
レ
モ
大
修
繕
ヲ
要
シ
実
ュ
経
費
二
千
円
ヲ
支
出
セ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

成

西
南
北

役
場
や
小
学
校
に
被
害
が
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
大
正
十
二
年
度
の
権
炎
救
助
資
金
の
決
算
と
し
て
、
村
の

第
七
節
関
東
大
露
炎
後
の
北
多
摩
郡
 
一
三
九
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第
三
章
大
正
期
の
政
治
と
社
会
 
二
三
0

蓄
積
金
十
七
円
六
十
五
銭
と
郡
の
交
付
金
四
十
三
円
七
十
四
銭
、
合
わ
せ
て
六
十
一
円
三
十
九
銭
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う

な
市
街
地
か
ら
の
避
難
民
が
国
分
寺
村
に
も
来
て
い
た
こ
と
、
圓
分
寺
村
民
に
も
救
助
を
要
す
る
被
害
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
十
月
下
旬
ま
で
に
府
で
行
っ
た
調
進
に
よ
る
と
、
北
多
摩
郡
で
は
地
元
羅
災
民
と
羅
災
避
難
民
が
合
わ
せ
て
三
、
ニ
ニ
四
人
お
り
、
そ
の
う

ち
救
助
を
要
す
る
者
は
二
、
七
六
四
人
い
た
と
い
う
(
東
京
日
日
新
聞
大
口
.
び
・
ガ
)
o

様
々
な
影
響
北
多
摩
郡
は
震
災
の
直
接
的
な
被
害
は
少
な
か
っ
た
が
、
東
京
、
横
浜
を
中
心
と
す
る
大
都
市
が
壊
滅
し
た
こ
と
は
、
間
接
的
に
様

々
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
 
.

八
王
子
や
青
梅
な
ど
絹
纖
物
業
の
盛
ん
な
地
域
で
は
、
東
京
な
ど
の
消
費
地
、
輸
出
港
の
横
浜
の
壌
滅
、
輸
送
網
の
途
絶
、
絹
製
品
の
需
要
の
減
少

な
ど
が
相
ま
つ
て
、
大
恐
慌
と
な
つ
た
。
八
王
子
で
は
受
注
が
途
絶
え
た
こ
と
か
ら
「
艇
業
者
が
日
増
し
に
ふ
え
、
ぶ
ら
ぶ
ら
あ
そ
ん
で
い
る
も
の
も

少
な
く
な
い
」
状
態
て
生
産
は
激
減
し
た
。
逆
に
西
多
摩
郡
の
林
業
界
で
は
、
露
災
地
に
急
増
し
た
木
材
の
需
要
に
よ
り
一
躍
活
況
を
呈
し
た
が
、
こ

れ
も
輸
送
機
関
の
不
傭
や
労
働
力
が
不
足
し
て
思
ち
に
ま
か
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

国
分
寺
村
て
も
同
様
の
鬱
響
が
生
じ
た
。
国
分
寺
村
は
三
多
摩
の
中
で
も
才
譲
の
主
産
地
で
、
特
に
東
京
市
内
の
焼
き
芋
屋
に
出
荷
し
て
い
た
が
、

「
こ
れ
等
の
問
屋
筋
が
震
災
の
た
め
こ
と
ご
と
く
全
滅
し
て
ボ
要
が
な
い
」
、
さ
ら
に
「
従
来
可
な
り
,
り
販
路
と
し
て
い
た
甲
信
地
方
も
一
-
3
車
輸
送
が

出
来
」
な
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
府
農
会
で
は
、
販
路
の
開
拓
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
東
京
日
日
新
聞
大
ぴ
.
ぴ
,
 
ね
)
。

ま
た
北
多
摩
郡
で
は
、
十
二
月
一
日
に
予
定
さ
れ
た
北
多
摩
郡
校
長
会
で
の
付
議
事
項
と
し
て
第
一
に
「
震
災
後
に
於
け
る
婦
女
の
教
養
上
留
意
す

べ
き
点
」
が
挙
げ
ら
れ
、
震
災
に
よ
る
民
心
不
安
に
対
す
る
教
育
上
の
間
題
点
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
北
多
摩
郡
か
ら
東
京
に

発
す
る
電
信
は
、
市
内
電
報
局
が
混
雑
し
て
い
る
た
め
、
葉
書
と
変
わ
ら
な
い
遅
延
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
多
磨
村
の
市
営
多
摩
墓
地
が
、
今
度
の
大

震
火
災
か
ら
市
内
に
死
者
が
多
数
出
た
こ
と
か
ら
、
「
幣
昌
」
し
「
そ
れ
に
つ
れ
て
参
道
付
近
の
地
錮
昂
臆
」
し
た
と
い
う
(
東
京
日
日
新
聞
大
口

ん
.
ァ
、
U
.
が
)
。

二
北
多
摩
憲
政
派
の
進
出
と
青
年
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東京市内

区 I全壊I半壊

東京市外(―)

飽町区

神田区

337 II不明

19 39

日本橋区 不明り不明

京橋区 不明1147

芝区 398 1777

麻布区 721 I 354

赤坂区

四谷区

牛込区

323 I 502

124 11331

515 111,001

小石川区 462 11848

357 116S6

340 11553

133 11118

493 11479

¦不明¦¦不明

本郷区

下谷区

浅草区

ir ?
深川区

群 町村

板橋町

巣鴨町

滝野川町

日暮里町

三河島町
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王子町
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上板橋町
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高田町
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松江村
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鹿本長
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水元村
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6 10

133 1110'!

482 699

1, 729 ¦1, 196¦ 、� _..

3�南■
350 1800

1, 2541 , 12S

587

町村 全壊

26 37 千住町 1,001

西新井村12

江北村 33

舎人村 4
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平塚村 0
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玉川村 7
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頭布村 0
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六郷村 41
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中野町 14
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井栽村 2

高井戸村 6
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戸塚町 17 I
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淀橋町 33
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千駄ケs町58

渋谷町 33

府中町 3

西府村 4

保谷村 i6
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18

に
10

343

20

32

24

615 S7

15

881

427

370

540 1810

489 1468

(T�

��
10 I
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11,064

16

152

15

1160

122
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111

112 I

1239

1122

113 I
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13 I

11 I

10 I

]35

17

i28

1135

1133

(47 I

1785

117 I

115 I

i1,8491

111 I

15 I

124
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117 I

122

i13 I

134

!8 I

ISO I

1151

il92

IK2

150 I

13 I

2 I
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関東六園災の影請

関東大震災

i

南多摩群

小宮村

日野町

七生村

由木村

多摩村

稲城村

館川村

南村

町旧町

忠生村

塀村

由井村

0

4

3

37

27

45

40

57

130

了 0

52

7

�------------- � �

7

3

81

71

39

104

100

264

150

90

10

立川町 0

0

0

砂川村

村山村

東村山村2

清瀬村 0

小平村 0

国分寺村4

北多群武蔵野村2

三應村 0

神代村 0

千歳村 0

石よ村 3

泊江村 0

調布町 ア

多摩村 3

0

0

0

13

0

1

0

1

0

1

0

3

0

1

15

国分寺村は、

全壊4棟、半壊0
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